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おおだて型学力推進委員会

ＳＨＩ・Ｎ・ＫＡ Ｈ２８．３．３ 第 ８ 号

・・・・・・進化・真価・深化・心価・新科・・・・・・ 担当：大館市教育研究会

〔事務局：城西小学校〕

第８次学力向上 ２年次の授業改善は

「おおだて型学力｣を鍛える授業づくりの視点を生かして

大館市教育研究会の重点研究項目は「授業交流の推進による授業改善｣です。第８

次学力向上の２年次に当たる今年度は，｢おおだて型学力｣を鍛える授業づくりの視

点を生かした授業改善を各部会にお願いしてきました。そのために，春の第１回総

合研究会では山本所長に｢おおだて型学力｣についての講演を依頼し，会員の共通理

解を図る場を設けました。また，秋の第２回総合研究会では，授業づくりの視点を

踏まえた研究を具体的に展開するために，視点を反映させた学習指導案づくりや授

業研究会の実施を各部会にお願いしました。今回は，部会から提出していただいた

指導案を分析した結果をまとめました。

１．授業づくりの視点を項目として指導案に記入する。

◇主体的に学ぶ授業＝前に踏み出す力（Action）

Ａ－１＝ねらいやゴールが明確で，見通しと目的をもって学習に取り組めるようになっているか。

Ａ－２＝終末の時間を確保し，学習したことを生かして習熟を図ったり，次時や生活への意欲を

つなげたりしているか。

◇思考力，判断力，表現力等を磨く授業＝考え抜く力(Thinking)

Ｔ－１＝児童生徒が自ら課題を見つけ，それを解決しようとする学習過程となっているか。

Ｔ－２＝児童生徒の特性に応じて，じっくりと考える

時間や支援･手立てを保障しているか。

◇集団で学び合う

＝授業チームで働く力(Team Work)

ＴＷ－１＝児童生徒同士の発言をつなげ，教師と児童

生徒，児童生徒同士の集団の学び合いになっているか。

ＴＷ－２＝ペアやグループ学習，全体による学習活動

は，互いを尊重しながら学ぶ人間関係になっているか。

各部会の指導案作成の際，本時案に上記の項目を

反映してもらえるように右のような記入例を作成

し，夏休みの始めに各校にメールで配信しました。

記入場所は，以下の三つです。

①本時の目標･ねらいに関連を示す。

②学習活動，教師の指導･支援に関連を示す。

③協議の視点に関連を示す。

※右の資料は指導案の形式を示したものではありませんでした。説明

不足のため迷惑をかけた部会もあったようです。失礼いたしました。
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２．視点を反映させた学習指導案を分析する。

第２回総合研究会後，各部会から指導案を提出していただきました。その指導案

を分析したところ，全27部会中16部会が学習指導案の本時案に視点を明示し，それ

を意識した研究授業とその後の協議が行われていました。

【「おおだて型学力」を鍛える視点が反映された場所をまとめた表】

示された箇所 A-1 A-2 T-1 T-2 TW-1 TW-2 合計

ね ら い ８ ８ ※展開部の合計数が

導入部 ９ ２ １１ 多いのは，学習活

展開部 １ ３ ５ ８ ６ ２３ 動と教師の支援の

終末部 ５ １ ２ ８ 両方に視点が明示

授業の視点 １ ２ ３ されているため。

合 計 １９ ５ ６ ７ １０ ６ ５３

アクションは主に授業展開に関わる項目です。Ａ－１を意識して授業のねらいを構

想し，Ａ－２を意識して授業展開の中に振り返りや習熟の時間を設けます。シンキン

グは主に課題解決に関わる項目です。Ｔ－１は秋田県内で多く行われている課題解決

型の授業に合致するものであり，Ａ－１とも関わる項目です。Ｔ－２は課題解決に向

けた支援を示していて，教師の支援の際に考慮すべき項目です。チームワークは主に

学び合いの場面で考慮すべき項目です。そのため，授業の展開部にこの視点を明示し

ている指導案が多かったです。ＴＷ－１は学び合いを通して課題を練り上げていくこ

とを保障する項目であり，ＴＷ－２はその学び合いの具体的な形態やその基盤を示し

た項目です。この結果を授業展開に沿って整理すると以下のようになりました。

導入部 Ａ－１ ゴールが明確なねらいの設定

Ｔ－１ 課題解決のための学習過程の工夫

展開部 Ｔ－２ 課題解決のための時間・手立て・支援の保障

ＴＷ－１ 学び合う場の保障

ＴＷ－２ 学び合う学習形態の工夫

終末部 Ａ－２ 振り返り・習熟の場の保障

「おおだて型学力」を鍛える視点は，授業全体を網羅するものとなっています。

授業を構想する際は，授業のそれぞれのポイントで上記の視点を意識することで「お

おだて型学力」を鍛える授業づくりが一層推進されるものと思われます。

この視点は，次期学習指導要領に含まれるであろう「アクティブラーニング＝課題

の発見・解決に向けた主体的・共働的な学び※」にも沿うものです。

※平成２７年８月 中央教育審議会教育課程企画特別部会 論点整理より引用

授
業
展
開

「おおだて型学力」の

授業の実際は，先日配布

した研究紀要「究」をご

覧ください。
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３．各部会の成果と課題を分析する。

次に，各部会の研究の成果と課題について分析します。分析対象は，２月に本研

究会が発行した今年度の研究紀要「究」第４０号です。各部会の成果と課題を項目

に沿って整理すると以下の表のようになりました。

成 果 関連項目 課 題

○明確な課題設定による意欲の向上 Ａ－１ △ねらいに対する評価や見取りの方法

○子どもの言葉を生かした課題づくり Ａ－２ △効果的な振り返りのもち方

○学習展開や形態の工夫 Ｔ－１ △課題発見につなげる教師の発問

○子どもの実態に応じた教具の工夫 Ｔ－２ △自力解決の時間保障と手立ての工夫

○学び合いの手立ての充実 ＴＷ－１ △解決に向けた学び合いのつなげ方

○学び合いへの理解 ＴＷ－２ △個の考えを全体で共有化する手立て

〔成果について〕

明確な課題設定は，しっかりとした教材研究の上に成り立っています。夏休みの指導

案検討会を教材分析に活用した部会もあったようです。シンキングに関しては課題解決

に向かう学習展開や学習形態の工夫やＩＣＴの活用，チームワークに関しては話型の提

示やハンドサインの活用，他者発表など学び合うための手立てが充実したことを成果と

して上げている部会が多くみられました。ハンドサインや話型は，小・中の連携も進ん

でいるようです。

今年度の「究」から，視点に関連する指導助言を抜粋してみました。

小学校国語部会（中学年） 小学校理科部会 中学校社会科部会

「学び合いの形がしっか 「前時の体験を基にした 「教師の話術に引き込ま

りと身に付いていた。リレ 課題設定が行われていて， れた。行き詰まりを解消

ー発表，ハンドサイン，反 実感を伴った理解につなが したり，方向を正したり，

応も素晴らしかった。また， っていた。」 考えを深めたり，要点を

周りの児童の聞き方も温か 「個で考える時間が保障 押さえたり，切り返しの

く発言から気付きが生まれ されていた。一人一人がじ 発問が吟味されている。」

る学び合いであった。」 っくり考察できていた。」

北教育事務所 北教育事務所 北教育事務所

鹿角出張所 指導主事 山本出張所 指導主事 山本出張所 指導主事

山口 史人先生 大塚 孝樹先生 佐藤 政彦先生
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〔課題について〕

課題として多く上げられたのは，課題解決に向けた教師のコーディネートでした。学

び合いをどのように本時のねらいに迫るものにしていくかは，教師が児童生徒の発言を

どのようにつなげていくかにかかっています。中学校社会科部会の佐藤政彦指導主事の

助言から，①学び合いの行き詰まりの解消②話合いの方向性の修正③要点の強化④課題

を深める切り返しと，コーディネートの具体が垣間見えたような気がします。また，こ

れ以外では，自分の変容に気付かせることができるような振り返りの在り方やどのよう

に評価するかなどが課題として上げられました。

視点の明示にご協力くださった部会の皆様ありがとうございました。明示してい

ただいたことで，「おおだて型学力」を鍛える授業の具体が見えてきました。各部会

の授業改善は，視点を生かしながら着実に進んでいるものと思われます。

今年度，本研究会の事業にご理解とご支援をいただきありがとうございました。

平成２７年度 第２回 運営委員会の報告
２月１０日（水）に，本校で第２回運営委員会が開かれました。そこでは，今年度

の運営の振り返りと来年度の運営についての協議を行いました。運営委員会で話題に

なったことを以下にまとめました。

１ 市教研テーマ及び年間事業計画について

・テーマは今年度を踏襲し，来年度の事業計画も承認。

平成２８年 ４月 ４日〔月〕会員名簿提出締め切り

４月１３日〔水〕第１回総合研究会

５月１１日〔水〕第１回運営委員会

１０月２６日〔水〕小学校第２回総合研究会

１０月２８日〔金〕中学校第２回総合研究会

平成２９年 １月１０日〔火〕教科外･合同部会第２回総合研究会

２月 ７日〔火〕第２回運営委員会

２ 第１回総合研究会ついて

・各部会授業者ローテーションについて

ローテーションは来年度も継続。隔年開催の道徳・英語については教科化も

控えているので新事務局に移行してから改めて協議する。

・運営委員の集合について

会場準備及び駐車場係として協力を要請する。

３ 第２回総合研究会について

・各部会のワークショップにかかる費用について

研究会事務局には費用がないので，各部会で負担する。一例として，小学校

家庭科部会は，以前から講師代・材料費などを会員の自費でまかなっている。

４ その他

各部会の運営をスムーズにするために，４月の部会で世話人の役割分担〔部

会の司会，第２回総合研当日の記録，紀要の執筆〕を明確にする。


